




慢性腎疾患の診断・治療に関する研究は,全国 20 施設の協力を得て向う3年間,幾つかのテ

ーマに紋って共同研究することとした。 

本研究班では慢性に経過する腎疾患として対象疾患を 4ツに決め,retrospectivestudy,と

prospective study の両者を行う。 

対象疾患は,小児期の特殊性を考え, 

(1)膜性増殖性腎炎(MPGN), 

(2)IgA 腎症(IgA・N) 

(3)巣状糸球体硬化症(FGS), 

(4)紫斑病性腎炎(HSP.N) 

の 4 つである。 


